
どんな働き方でも均等待遇を ! 同一価値労働に同一賃金を ! 間接性差別禁止を法律に !

均等法を男女雇用平等法に ! 有期雇用にも均等待遇を !
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早くも師走になつてしまいました。今午最後のニュースをお届けします。

等法指針・省令定まる

10月 10日第 65回雇用均等分科会で改正均等法の省令案・指針案は答申され、翌日の 11日 に公布さ

れました。パブリックコメントは全部で 508件寄せられたとのことですが、指針の間接差別の定義の表

現が変更されただけでした。これからも3つの措置以外にもたくさんある「間接差別」について私たち

の側から積極的に提起して省令・指針の見直しをさせていきましょう。

'7月 からはじまった「パー トタイム労働対策」審議は大詰めにきています。11月 29日 の第 69回雇用

均等分科会での報告 (素案)を同封します。次回'12月 8日 には報告 (案)力 出`され、厚労省は年内に

駆りまとめて来年国会上程をめざしているようです。アクション 21事務局見解を厚労省・雇用均等分
科会委員あて「要請書」にまとめましたのでお読み下さい。一部ではなく「すべてのパート労働者に均

等待遇を」をめざし、声をあげましょう !

・労働時間法制

労働条件分科会で早いペースで労働契約法制 。労働時間法制 (労働基準法見直し)審議が進んでいま
す。第 67回～69回分科会での資料を同封します。労働時間規制適用除外制度 (日本版エグゼンプショ

シ)。 解雇の金銭解決制度等とんでもない内容です。改悪反対の運動を強めなくてはなりません。

・に2月 5日 日比谷野音集会に集まろう !|
∴ 「許すな過労死促進法 !人 らしく生きるための労働時間・契約法制を !12・ 5全国集会」が東京の日
比谷野外音楽堂で開催されます。均等待遇アクション 21事務局も実行委員会に参加しています。当日
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カルタ発売 !!

10月 13日東京ウィメンズプラザで均等待遇アクション 21ワークショップ「みんなでつくろう !間

接差別1カルタ」を開催しました。わいわいガヤガヤと楽しく身近な日頃思つていることを作品にしまし

た。これを基に「間接差別カルタ」を作成し販売します。注文書と振込み用紙を同封しますので購入の

._協力おねがぃします。思わず笑ってしまう、納得してしまう作品の数々です。職場で組合でグループ

Iで家庭でお楽しみいただけると思います。12月 20日 出来予定です。

にご注目を !
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☆均等待遇アクション 21の活動は皆様の賛同費によつて運営されております。ニュース発行や事務所

・維持等のために賛同費未納の皆様にはぜひ、ご納入をよろしくお願いいたします。

☆また、年末ボーナスカンパにもご協力いただければたいへん助かります。

/

りまじた:判決期日未定ですが、遠からず出されますのでご注目を !



「均等待遇アクション21」 賛同人の方々
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厚生労働大臣 柳澤 伯夫 殿
労働政策審議会雇用均等分科会委員 殿

20061F12月 1日
均等待遇アクション21事務局

労働政策審議会雇用均等分科会は、■ 月 29日 に「今後のパー トタイム労働対策について (報告)素
案」を発表しました。しかし、この内容ではすべてのパー ト労働者の均等待遇と格差社会の是正をする
ことはできません。むしろ、パー ト労働者のごく一部しか均衡処遇が確保されず、大部分のパート労働
者は底辺にはりつけられ、パー ト労働者の二分化につながるのではないかと危ぶまれます。
私たちは、長時間労働をなくし、男女労働者が共に仕事と生活の調和ができる働き方としてパート労

働を選択できるようなパート労働法の改正を望んでいます。

11つ きましては、以下要望いたします。

1.パート労働法に立べてのパ=卜 労働者に対する差別を禁上し、均等待遇を明記すること。‐1)第二条 (短時間労働者の定義)を、「通常の労働者ではない労働者」とすること。
2)第三条 (事業主等の責務)を、「差別的取扱いを禁上し、均等待遇を確保する」とすること。

2.人材活用の仕組み (残業、配転、転勤の有無等)や運用で処遇を分ける「均衡処遇ルール」は、人
材活用の仕組み自体が不合理であったり性差別的効果を生じ得ることを考慮しないものです。不合理
な処遇や間接性差別の新たな温床になる危険を有しており、認められません。また、正社員と同じよ
うな職務、人材活用の仕組み、運用にあるパート労働者の場合、賃金の支給方法や基準を同じにする

?|ま夷螢FttCを5宝£奮秀議易梨蕎者重言督言書基響挙LE二:｀
というのは納得できません。

12)盤務生LL較するに際して、同一事業所に同じような職務の正社員がいない場合は、同=業種で「 比較すること。
3)福利厚生には、正社員と同様に慶弔休暇等の付与も義務化すること。

3.現行パー ト指針では「正社員と労働時間がほとんど同じで、同じ就業の実態のパー ト」を正社員
としてふさわしい処遇をすることを努力義務としています。パー ト指針の通達では、「ほとんど同じと
は、所定労働時間が通常の労働者の所定労働時間に比し短いが、その程度が一割から二割程度までに
至らないことをいう」とされています。これはいわゆる疑似パー トですが、
1)疑似パートについては二差別艶ユ扱いo坐止だけでなく、二量重に立ることを義務付けること。

4.現行パー ト労働法では正社員と労働時間が同じか長い「呼称パート (フルタイムパート)」 には、
パート労働法が適用されませんが、パー ト指針の通達では、「事業主は、その名称によることなく実態
に則して通常の労働者としてふさわしい処遇をするように努めるものとすること」とされています。
1)法の隙間にある「呼称パー ト (フ ルタイムパート)」 の正社員化をパー ト労働法で義務づけること。

5.約 8割の事業主がパートを有期雇用にしています。短時間労働と有期雇用という二重の差別を禁止
するために、パート労働法でも有期雇用について法制化すべきです。
1)合理的理由のない有期雇用を禁止し、反復更新した場合は期間のない雇用契約とすること。

6.優先的応募と相互転換制度について
1)正社員としての雇用を希望するパート労働者には、正量旦への優先的応募を義務付けること^2)正社員とパート労働者の相互転換制度を義務付けること。

7.パート労働者の社会保険加入の要件緩和について

:;       :

8.ILOパー ト労働条約 (175号)を批准すること。

要

以上
3
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からの報

男女雇用機会均等法20年と私たち

「アンノヽランスからジャンプ !」 シンポ報告 ンL珀
「働く女性の人権センターいこ☆る」が、11月 18日 (日 )の午後、大阪市の ドーンセンタ

ーで共催事業として上記のシンポジウムを開催 しました。6月 に男女雇用機会均等法の第 2

回目改正が行われましたが、その機会に制定以来 20年、私たち女性労働者の働く状況がど

うなったのかを検証する企画です。

竹中恵美子さん (元大阪市立大学教員 。現 ドーンセンター館長)か ら、格差社会が言わ
れているが、むしろ「社会的排除」の問題であると、問題提起をいただきました。その中

のジェンダー構造を問うべきとされ、労働の規制緩和の変遷の中で、平等についての考え

方を提起されました。「男性基準の個人」を前提とした社会での機会の平等では、実際の男

女平等は達成 し得ない、結果の平等を達成するために何が必要かという視点で考えなけれ

ばならない、また、男性がケアの義務を負わないで家族内で女性に押し付ける形の性分業

が存在する社会では有償労働と無償労働の配分を考えることなく平等は達し得ないと話さ

れました。50年にわたって女性労働を研究し、労働自身のみならず女性の負わされた家庭
責任やそれが社会の中に構造として組み込まれていることを一貫して研究・追求してこら

れた竹中さんのお話は、大変説得力があるもので貴重な問題提起でした。

そのあと、「いこる」のメンバーが 4人の体験を脚本にし、それをひとつに練り上げた寸
劇が行われました。 70代、50代、40代、そして20代の各世代の女たちの労働状況
を織り交ぜて、祖母、母、叔母、娘の4人のある茶の間での話を通して、この20年間が
なんだったかを振り返る内容です。男女差別が禁止されても雇用管理区分差別に摩り替わ

り、女性の正規雇用がパート・派遣に置き換わり、非正規雇用の拡大は、若い男性や年配

男性にも及び、ますます労働状況が悪くなっている、今回間接差別が改正に入ったが限定

列挙にとどまった、それでもこの間均等待遇やセクシャルハラスメントの問題が広く行き

わたったことを活用して、おかしいと思うことを言っていこうと希望につなげました。朗

読劇のような形でしたが、竹中さんの提起された均等法の問題点が具体的によくわかった

と思います。その後のシンポジウムでは、代表の津村明子さんがパネラー兼コーディネー

ターになって、連合大阪の事務局長脇本ちよみさん、しんぐるまざあず 。ふぉ―らむ ,関

西の中野冬美さんがコメントするパネルディスカッションヘと続きました。

屋嘉比ふみ子さんからの均等法へのラジカルな批判を始め会場の何人かから証言がされ、

大阪総評オルグの伍賀僣子さんが均等法制定当時の話をされ、持参された均等法反対のチ

ラシや写真など、当時の貴重な現物資料を回覧しました。約 50名の参加でしたが均等法に
ついての認識が共有できたと思います。このシンポを企画した上田育子さんが前日にひょ

いと顔を出して、これじゃダメ、と文旬を言いに来てくれないかな、と空想 しましたがか

なわず、倒れてから lヵ 月半の今も、意識不明のままです。(文責 :榊原裕美)

タ



均等待遇カルタで善ました
女性たちが日頃「おかしい」「悔しい」「差別されている」と感じていることをカルタにしてみました。

職場で、組合で、グループで、そして家庭で、「間接(性)差別」「均等待遇」を話題にするのに好適

です。また旗開きや大会等の記念品やプレゼントとしてもお使いいただけます。

間接(性)差別一今回の均等法改正では、使用者側

から「概念が定着しておらず、あれもこれもと拡がり

すぎる」と主張され、三つの事例が示されました。し

かし、国会答弁では「二つ以外にもありうる」とされま

したから、このカルタでは本来の間接差別の数々、

例えばパート差別、世帯主にしか払われない各種手

当などを入れています。

■

絵札と字札が結びつきますか?

均等待遇アクシヨン 21

東京都文京区本郷 1-33-9
コージュ後楽園廣本ビル 802

TEL&FAX 03・ 5689‐ 2320

E:kintou21@shen.OCn.ne.jp

均等待遇カルタ」の申し込み――――――――――――――――――――

頒価800円                送料負担200円 (1セ ット)
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セット (多い時は実費)


